
わ
が
国
の
医
療
制
度
は
そ
の
確
立
の
当
初
か
ら
、
自
由
開
業
医
制

が
中
心
で
、
国
民
医
療
の
大
部
分
は
開
業
医
に
ま
か
さ
れ
、
国
政
の

一
部
と
し
て
の
医
療
政
策
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
第
二
次
大
戦
中
は
総
力
戦
体
制
下
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
明
治
以
来
初
め
て
国
家
の
主
導
で
医
療
政
策
が
進
め
ら
れ
、
そ

の
柱
と
な
っ
た
の
が
、
国
民
医
療
法
と
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ

れ
た
特
殊
法
人
日
本
医
療
団
で
あ
っ
た
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
資
本
主
義
的
自
由
経
済
の
発
展
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
医
界
に
も
波
及
し
、
い
わ
ゆ
る
仁
術
と
し
て
の

医
業
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
自
由
競
走
の
激
化
は
医
療
設
備

へ
の
投
資
を
増
加
さ
せ
、
必
然
の
結
果
と
し
て
医
業
の
営
利
化
、
医

療
費
の
高
騰
を
招
き
、
ま
た
、
結
核
治
療
や
農
山
漁
村
の
不
採
算
医

業
は
敬
遠
さ
れ
、
医
師
及
び
医
療
施
設
の
極
端
な
不
均
衡
を
生
じ

た
。
更
に
、
度
盈
の
戦
乱
や
軍
備
拡
張
政
策
な
ど
は
国
民
の
生
活
を

日
本
医
療
団
に
つ
い
て

佐
久
間
温
巳

圧
迫
し
、
医
療
を
う
け
る
の
が
次
第
に
困
難
と
な
り
、
各
地
で
医
療

利
用
組
合
や
産
業
組
合
に
よ
る
医
療
施
設
の
建
設
、
運
営
、
各
種
健

康
保
険
に
よ
る
相
互
扶
助
思
想
の
進
展
を
招
来
し
、
こ
れ
ら
は
従
来

の
医
療
制
度
で
は
律
し
き
れ
な
い
多
く
の
問
題
を
生
ず
る
に
至
っ

た
。
こ
の
た
め
九
年
二
月
（
年
号
は
す
べ
て
昭
和
、
以
下
も
同
じ
）

に
は
内
務
省
衛
生
局
内
に
医
療
制
度
調
査
会
が
置
か
れ
、
医
療
制
度

改
革
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

一
方
、
年
毎
の
徴
兵
検
査
で
は
壮
丁
の
体
力
低
下
が
著
明
と
な

り
、
十
五
年
戦
争
遂
行
中
の
軍
部
に
危
機
感
を
ま
き
起
し
、
こ
の
対

策
の
一
つ
と
し
て
一
三
年
一
月
、
厚
生
省
が
発
足
し
た
。
一
二
年
七

月
に
始
ま
っ
た
支
那
事
変
は
次
第
に
そ
の
規
模
を
広
げ
、
全
面
的
な

世
界
戦
争
不
可
避
の
認
識
が
高
ま
り
、
一
三
年
四
月
に
は
国
家
総
動

員
法
が
公
布
さ
れ
、
総
力
戦
体
制
が
着
食
と
進
行
し
、
医
界
で
も
医

療
関
係
者
職
業
能
力
申
告
令
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
医
療
制
度
調
査
会
の
活
動
は
遅
灸
と
し
て
進
ま
ず
、
一

三
年
六
月
三
○
日
、
官
、
公
、
民
よ
り
な
る
大
規
模
な
医
薬
制
度
調

査
会
官
制
が
公
布
さ
れ
、
本
格
的
な
討
議
が
進
め
ら
れ
た
。
幾
多
の

論
争
の
結
果
、
一
四
年
一
○
月
二
八
日
一
応
の
答
申
案
が
ま
と
ま
っ

た
が
、
日
本
医
師
会
な
ど
の
根
強
い
反
対
運
動
も
あ
っ
て
、
そ
の
実
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施
は
の
び
の
び
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
六
年
一
二
月
八
日
の
太

平
洋
戦
争
の
勃
発
で
、
一
七
年
二
月
こ
の
答
申
は
国
民
医
療
法
と
な

っ
て
一
気
に
議
会
を
通
過
成
立
し
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
く
日
本
医
療

団
も
総
裁
稲
田
龍
吉
博
士
以
下
の
役
員
の
選
定
を
ま
っ
て
、
一
七
年

七
日
一
日
そ
の
活
動
を
始
め
た
。

日
本
医
療
団
の
事
業
に
は
、

①
結
核
の
撲
滅
を
目
指
し
、
結
核
療
養
所
の
統
合
と
三
年
間
で
十

万
の
結
核
病
床
の
建
設
。
全
国
の
結
核
療
養
所
は
一
八
年
四
月

一
日
に
医
療
団
に
統
合
さ
れ
、
各
地
で
療
養
所
の
新
・
増
設
が

計
画
さ
れ
た
が
、
戦
争
に
よ
る
物
的
・
人
的
資
源
の
不
足
で
、

奨
健
寮
の
設
置
へ
と
計
画
は
変
更
さ
れ
た
も
の
の
、
当
初
目
標

の
十
万
床
建
設
は
殆
ん
ど
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

②
無
医
村
の
解
消
と
適
正
な
医
療
の
提
供
。
結
核
以
外
の
一
般
病

院
の
建
設
配
置
計
画
は
、
関
東
、
関
西
に
夫
禽
一
ヶ
所
の
総
合

中
央
病
院
、
各
府
県
に
中
央
病
院
、
各
府
県
数
ヶ
所
に
地
方
病

院
、
無
医
村
を
中
心
に
多
く
の
診
療
所
を
配
置
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
計
画
通
り
の
建
設
は
で
き
な
か
っ

た
。

③
医
師
の
再
教
育
と
適
正
配
置
・
適
正
医
療
費
の
設
定
、
産
業
都

市
に
多
数
の
産
院
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
も
計
画
さ
れ
た
が
、

こ
れ
も
そ
の
完
成
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
医
療
団
史
に
よ
る
と
団
保
有
の
施
設
は
、
結
核
療

養
所
八
四
ヶ
所
、
一
万
九
、
五
三
四
床
、
奨
健
寮
七
○
ヶ
所
、
六
、
八

八
六
床
、
病
院
と
し
て
は
本
部
直
轄
病
院
四
ヶ
所
、
四
一
四
床
、
都

道
府
県
中
央
病
院
一
七
ヶ
所
、
二
、
三
○
○
床
、
地
方
病
院
一
五
九

ケ
所
、
八
、
○
八
五
床
、
診
療
所
二
二
八
ヶ
所
、
七
二
一
床
に
達
し

た
。

世
界
に
そ
の
例
を
桑
な
い
と
い
わ
れ
た
日
本
医
療
団
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
活
躍
な
か
ば
に
し
て
敗
戦
を
迎
え
、
二
二
年
四
月
一
日
ま

ず
結
核
療
養
所
を
国
営
に
移
管
し
、
各
地
の
地
方
病
院
や
奨
健
寮
の

い
く
つ
か
は
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
売
却
さ
れ
、
二
二
年
二
月
一

日
「
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
及
び
日
本
医
療
団
の
解
散
等
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
っ
て
、
一
部
の
施
設
と
清
算
部
門
の
み
を
残
し
て
解
散

し
た
。
日
本
医
療
団
の
財
産
処
分
、
清
算
は
五
二
年
一
二
月
に
至
っ

て
よ
う
や
く
終
っ
た
。

医
療
団
の
実
際
の
活
動
期
間
は
わ
ず
か
五
年
程
で
あ
っ
た
が
、
戦

時
医
療
に
果
た
し
た
役
割
と
戦
後
の
医
療
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大

き
い
。
表
面
的
に
は
、
結
核
療
養
所
の
国
営
化
、
地
方
自
治
体
に
う
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が
、
戦
後
の
医
療
政
策
、
制
缶

き
な
い
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
』

理
解
し
、
将
来
の
医
療
政
策
空

た
す
に
違
い
な
い
と
考
え
る
。

け
つ
が
れ
地
方
医
療
の
向
上
に
役
立
っ
た
多
く
の
病
院
な
ど
で
あ
る

が
、
戦
後
の
医
療
政
策
、
制
度
に
あ
た
え
た
思
想
的
影
響
も
無
視
で

き
な
い
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
医
療
政
策
を

理
解
し
、
将
来
の
医
療
政
策
を
推
進
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果

（
西
尾
市
民
病
院
）

前
回
の
本
学
会
総
会
に
お
い
て
演
者
は
「
多
聞
院
日
記
に
現
わ
れ

る
風
病
の
検
討
」
と
い
う
演
題
で
発
表
を
行
な
っ
た
。
そ
の
際
に
検

討
し
た
よ
う
に
、
風
病
と
い
う
の
は
大
体
に
お
い
て
精
神
神
経
疾
患

で
あ
る
。
今
回
は
病
名
に
風
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
な
い
そ
れ
以

外
の
精
神
神
経
疾
患
を
取
り
ま
と
め
て
追
加
す
る
。
・

前
回
に
発
表
し
た
の
は
、
風
気
、
耳
風
、
頭
風
、
中
風
、
風
病
で

あ
り
、
今
回
追
加
す
る
の
は
、
中
気
、
滕
気
、
狂
気
、
狐
著
狂
気
、

脚
気
、
目
マ
イ
、
気
煩
、
心
煩
、
カ
ン
煩
、
カ
ン
ノ
虫
、
気
力
虫
で

あ
る
。中

気
の
用
例
は
「
夜
二
及
ビ
常
如
院
中
気
絶
入
ル
、
然
リ
ト
錐
、

殊
ナ
ル
儀
ナ
シ
」
と
い
う
一
例
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
日
記
に
は
前
回

報
告
し
た
よ
う
に
中
風
の
用
例
は
多
く
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
脳
卒
中

後
片
麻
揮
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
用
例
の
場
合
の
中
気
と
い
う
の

（
誌
上
発
表
）

多
聞
院
日
記
に
現
わ
れ
る
精
神
神
経
疾
患

の
追
加

中

村

昭
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